
愛臨技学術部研究班活動報告書 

 

所属：血液検査研究班  提出日：令和 3 年 1 月 2 日 報告者：蒲澤 康晃 

 

行事種別 研究会 行事番号 200003779 

開催日 令和 2 年 12 月 19 日 (土)～令和 3 年 1 月 1 日（金） 

時 間 開 始 *** 終 了 *** 

場 所        Web 配信（Web 録画） 

テーマ 悪性リンパ腫の基礎 

生涯教育履修点数 専門教科 20 点 （レポート提出した愛知県技師会員のみ付与） 

司 会  

講 師 

講 演 1：「悪性リンパ腫の総論」 

  藤田医科大学病院 水野 元貴       

講 演 2：「形態から推測できる悪性リンパ腫の病型分類」 

藤田医科大学病院  水谷 有希 

講 演 3：「FCM から推測できる悪性リンパ腫の病型分類」 

藤田医科大学病院  佐藤 聖子 

 

内 容 

・悪性リンパ腫の基礎をテーマに 3 名の班員を講師として講演を行った。講演 1 では悪

性リンパ腫の発生頻度、形態的特徴、遺伝子・染色体等総論的説明を行った。講演 2 で 

は血液像標本から推測できる悪性リンパ腫の分類について詳しく説明して貰った。代表

的な悪性リンパ腫の違いを比較しながら、検査データも提示し推測するにあたり、ポイ

ントを説明して貰った。講演 3 では FCM の原理から説明を行い、初心者にもわかりやす

かったと思う。また、疾患毎に細胞の写真と FCM を提示し、ゲーティングした解析集団

の細胞がどのようなものか詳しく説明して貰った。 

当初、予定していた参加申し込み人数より、大幅に増え、レポート提出の自由意見欄に

は基礎から FCM まで非常にわかりやすかった事や、普段他部署業務に従事しているが、

悪性リンパ腫について非常に丁寧に説明され、勉強になった、Web なので繰り返し閲覧

することが出来た等軒並み評価は良かった。 

今回の講演は会員にとって非常に有意義であったと思う。今後の研究会の在り方も見直

す必要があるかと思った。 

参加者 総数：173 名（会員 173 名） 

共催、後援など 特になし 

2021.1.2 



愛臨技学術部研究班活動報告書 

 

所属：血液検査研究班  提出日：令和 3 年 3 月 8 日 報告者：蒲澤 康晃 

 

行事種別 研究会 行事番号 200003779 

開催日 令和 3 年 2 月 20 日 (土)～3 月 5 日（金） 

時 間 開 始 *** 終 了 *** 

場 所        Web 配信（Web 録画） 

テーマ 2020 年度精度管理報告会 

生涯教育履修点数 教科 20 点 （レポート提出した愛知県技師会員のみ付与） 

司 会  

講 師 

1.「2020 年度精度管理調査結果報告」 

株式会社グッドライフデザイン 

加藤 太一  

JA 愛知厚生連 豊田厚生病院 

藤上 卓馬 

2.「AiCCLS の活動について」 

医療法人豊田会 刈谷豊田総合病院 

宮本 康平 

内 容 

・2020 年度愛臨技精度管理調査報告会を Web にて開催した。血球算定項目と形態部門 

において 2 名の班員による解説を行った。血算部門では各施設で採用している機種ごと

に統計を出し、それぞれ 2SD 以内に収まっているか評価を行った。形態部門ではフォト

サーベイの解説を中心に行い、評価が割れた設問に対しては更に詳しく説明した。 

また、評価対象外として凝固系検査に関する文章問題の解説を行った。 

AiCCLS の活動については「CBC の誤差要因と対策」第 2 版の出版に伴い内容の紹介を

行った。 

2020 年度の精度管理調査結果から是正が必要な施設は日常業務を見直し改善して貰い

たい。発刊された「CBC の誤差要因と対策」は現場の手元に置いて是非活用して欲しい。 

参加者 総数：66 名（会員 66 名） 

共催、後援など 特になし 

2021.3.8 


